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(57)【要約】
【課題】疎水性シリカや鉱物油と高分子乳化剤とを用いた消泡剤組成物水性分散液を熱可
塑性樹脂水性分散液に混合させたときに、混合性を向上させ、十分な消泡効果を得ること
を目的とする。
【解決手段】カチオン性高分子乳化剤を含有し、機械乳化分散法によって得られた熱可塑
性樹脂水性分散液、及び疎水性シリカ及び鉱物油の少なくとも一方を含有する消泡剤組成
物をカチオン性高分子乳化剤によって分散させた消泡剤組成物水性分散液を含有する消泡
剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液を用いる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の（Ａ）成分及び（Ｂ）成分を含有する消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液
。
（Ａ）カチオン性高分子乳化剤を含有し、機械乳化分散法によって得られた熱可塑性樹脂
水性分散液。
（Ｂ）疎水性シリカ及び鉱物油の少なくとも一方を含有する消泡剤組成物をカチオン性高
分子乳化剤によって分散させた消泡剤組成物水性分散液。
【請求項２】
　上記（Ｂ）成分に用いられるカチオン性高分子乳化剤は、重量平均分子量５０００～１
０００００のカチオン性（メタ）アクリル系共重合体である請求項１に記載の消泡剤組成
物含有熱可塑性樹脂水性分散液。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液を、紙又は樹脂フィ
ルムに塗布、乾燥して得られた塗工物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液、及びこれを用いた塗工物に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、合成樹脂エマルジョンを主体とした塗工用組成物を、紙やフィルム等に塗工
する場合、この塗工用組成物が泡立たないように、消泡剤が添加される場合がある。この
ような消泡剤としては、鉱物油系の消泡剤や、有機系の消泡剤があげられる。この有機系
の消泡剤としては、ポリエーテル系消泡剤を用い、これにポリエチレングリコールを含有
させた消泡剤組成物（特許文献１）、消泡剤として、炭素数２～３のオキシアルキレン基
及びオキシブチレン基を有する化合物を用いる例（特許文献２）、消泡剤として、無機珪
酸微粒子及び炭素数２～３のオキシアルキレン化合物を用いる例（特許文献３）等が挙げ
られる。
【０００３】
　しかし、上記のいずれの消泡剤も、泡立ちを抑制することができるが、分散性が不十分
な場合、紙やフィルム等に塗工した場合に、フィッシュアイ状のハジキを生じることがあ
る。このハジキを抑えるため、消泡剤の添加量を少なくすると、消泡効果が不足して、塗
工時に泡立ちが生じやすくなる。
【０００４】
　これに対し、泡立ちと分散性とのバランスをとるため、変性シリコーンタイプの消泡剤
を用いることが知られている（特許文献４）。
【０００５】
　しかし、上記変性シリコーンタイプの消泡剤は、分散性は十分であるものの、消泡性が
不十分となる傾向がある。このため、高速で塗工を行おうとすると、泡の巻き込みに起因
する塗工ムラ（スジ引き）が発生し、塗工不良が生じるおそれがある。さらに、消泡剤の
エマルジョン中の分散状態が悪化し、ハジキが発生することがある。
【０００６】
　これに対し、分散性を高め、塗工時のハジキを抑え、消泡性を向上させる目的で、消泡
剤として、疎水性シリカや鉱物油と高分子乳化剤とを用いた消泡剤組成物を含有する水性
分散液を用いることが知られている（特許文献５）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
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【特許文献１】特開平１０－２１６４０６号公報
【特許文献２】特開２０００－２３７５０４号公報
【特許文献３】特公昭５０－１４７５号公報
【特許文献４】特開２００７－２１３１６号公報
【特許文献５】特開２００９－１２５６１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、特許文献５に記載の消泡剤組成物の水性分散液を、機械乳化分散法により得
られた熱可塑性樹脂水性分散液に使用する場合、この消泡剤組成物水性分散液と熱可塑性
樹脂水性分散液との混合性が不十分なために、凝集が発生したり、十分な消泡効果が得ら
れない場合がある。
【０００９】
　そこで、この発明は、機械乳化分散法により得られた熱可塑性樹脂水性分散液に、疎水
性シリカ、鉱物油及び高分子乳化剤を含む消泡剤組成物の水性分散液を混合させたときに
、混合性を向上させ、十分な消泡効果を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明は、機械乳化分散法によって得られた、カチオン性高分子乳化剤を含有する熱
可塑性樹脂水性分散液からなる（Ａ）成分、及び疎水性シリカ及び鉱物油の少なくとも一
方を含有する消泡剤をカチオン性高分子乳化剤によって分散させた消泡剤組成物水性分散
液からなる（Ｂ）成分を混合させることにより、上記課題を解決したのである。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明によれば、消泡剤組成物水性分散液に用いられる乳化剤、及び熱可塑性樹脂水
性分散液に用いられる乳化剤として、いずれもカチオン性高分子乳化剤を用いるので、混
合性が向上し、十分な消泡効果を得ることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、この発明について詳細に説明する。
　この発明にかかる消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液は、所定の熱可塑性樹脂水
性分散液（（Ａ）成分）、及び所定の消泡剤組成物水性分散液（（Ｂ）成分）を含有する
水性分散液である。
【００１３】
［消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液］
　この発明にかかる消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液は、上記の（Ａ）成分と（
Ｂ）成分とを混合した水性分散液である。この（Ａ）成分と（Ｂ）成分との混合比は、固
形分比で、（Ａ）成分１００重量部に対し、（Ｂ）成分は、０．０１重量部以上が好まし
く、０．０２重量部以上がより好ましい。０．０１重量部より少ないと、消泡効果が不十
分となりやすい。一方、混合比の上限は、１．０重量部が好ましく、０．５重量部がより
好ましい。１．０重量部より多いと、消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液を塗布し
て得られるフィルム等の塗工物の外観（ハジキ、フィッシュアイ等）が悪化することがあ
る。
【００１４】
［（Ａ）成分］
　上記の（Ａ）成分は、カチオン性高分子乳化剤を含有する、機械乳化分散法によって得
られた熱可塑性樹脂水性分散液をいう。
【００１５】
［機械乳化分散法］
　上記機械乳化分散法としては、例えば、押出機中で、熱可塑性樹脂を乳化する方法や、
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乳化剤水溶液の存在下で、ニーダー、インクロール等で混練したり、ホモジナイザー、デ
ィスパー等で均質化処理を行ったりする方法があげられる。
【００１６】
　上記押出機としては、単軸、二軸以上の多軸の押出機があるが、混練の程度、速度等か
ら、二軸の押出機が好ましい。
【００１７】
　この押出機により機械乳化をする方法としては、具体的には、まず、上記押出機に、上
記熱可塑性樹脂を投入する。上記押出機に投入する位置は、ホッパーやベント口からでよ
い。そして、別のベント口から、上記カチオン性高分子乳化剤を投入して混合し、乳化さ
せる。
【００１８】
　上記押出機のシリンダー温度は、８０～２７０℃がよい。また、処理時間は、２０秒間
～数分間で十分である。
【００１９】
［熱可塑性樹脂］
　上記熱可塑性樹脂としては、融点が１８０℃以下の熱可塑性物質、ビカット軟化点（Ｊ
ＩＳＫ６９２４－２）が１８０℃以下のゴム物質、タッキファイヤーの環球法（ＪＩＳ 
Ｋ－２２０７）による軟化点が１８０℃以下の化合物等が挙げられる。
【００２０】
　上記の熱可塑性樹脂の、融点、ビカット軟化点、又はタッキファイヤーの環球法による
軟化点が１８０℃を越えると、得られる水性分散液のエマルジョン粒子が不定形で粒子径
が大きくなり、水性分散液の静置安定性が悪くなる傾向があり、好ましくない。
【００２１】
　上記融点が１８０℃以下の熱可塑性物質としては、低密度ポリエチレン等のポリエチレ
ン、エチレン・酢酸ビニル共重合体、エチレン・アクリル酸共重合体及びそのエステル、
あるいはその塩、エチレン・メタクリル酸共重合体あるいはその塩、エチレン・メタクリ
ル酸エステル共重合体あるいはその塩、エチレン・アクリル酸エチル・無水マレイン酸共
重合体、エチレン・プロピレンランダム共重合体等のいわゆるエチレンを主体とした結晶
性エチレン系共重合体、プロピレン・ヘキセン共重合体、プロピレン・ブテン共重合体等
のプロピレンを主体とした結晶性プロピレン系共重合体、ポリエチレンワックス、エステ
ル系ワックス、カルナバワックス、フィッシャートロプスワックス、マイクロクリスタリ
ンワックス、パラフィンワックス及びそれらの酸化物、低分子量ポリアミド、脂肪酸アミ
ド等のアミド化合物、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン等のハロゲン化ポリオ
レフィン、不飽和カルボン酸変性ポリオレフィン等が挙げられる。
【００２２】
　上記ビカット軟化点が１８０℃以下のゴム物質としては、ポリブチレン、ポリイソブチ
レン、エチレン・プロピレン共重合ゴム、ポリブタジエン及びその変性物、エチレン・プ
ロピレン・ジエン三元共重合体ゴム等が挙げられる。
【００２３】
　上記タッキファイヤーの環球法による軟化点が１８０℃以下の化合物としては、テルペ
ン及びその誘導体、ロジン及びその誘導体、石油樹脂及びその誘導体、低分子量スチレン
系樹脂及びその誘導体等で、上記条件を満たすものを用いればよい。
【００２４】
　これらの中でも、エチレン・酢酸ビニル共重合体、エチレン・アクリル酸共重合体、エ
チレン・アクリル酸エチル・無水マレイン酸共重合体、ハロゲン化ポリオレフィン、不飽
和カルボン酸変性ポリオレフィン、カルナバワックス、エステル系ワックス、テルペン誘
導体、ロジン誘導体が適度の極性基をもっているため、特に安定性の良い水性分散液が得
られるので好ましい。
【００２５】
［カチオン性高分子乳化剤］
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　上記カチオン性高分子乳化剤は、カチオン性単量体由来の構造単位を有する高分子乳化
剤をいい、中でも、カチオン性（メタ）アクリル系共重合体からなるものが好ましい。こ
のカチオン性（メタ）アクリル系共重合体を構成するカチオン性単量体としては、（メタ
）アクリル酸アルキルアミノアルキル等があげられる。
【００２６】
　この（メタ）アクリル酸アルキルアミノアルキルのアルキルアミノ基で置換されるアル
キル基は、炭素原子数が１～６のアルキル基がよく、具体例としては、（メタ）アクリル
酸Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル、（メタ）アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル、
（メタ）アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－２－アミノエチル等が挙げられる。これら
は、１種のみを用いてもよく、２種以上を混合して使用しても構わない。
【００２７】
　上記の（メタ）アクリル酸アルキルアミノアルキル以外のカチオン性単量体としては、
Ｎ－アミノアルキル（メタ）アクリルアミド類、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル
（メタ）アクリルアミド等が挙げられる。
【００２８】
　このような単量体から得られるカチオン性高分子乳化剤としては、ジアルキルアミノア
ルキル（メタ）アクリレート－アルキル（メタ）アクリレート共重合体、ジアルキルアミ
ノアルキル（メタ）アクリルアミド－アルキル（メタ）アクリレート共重合体等があげら
れる。
【００２９】
　これらの中でも、熱可塑性樹脂分散液から得られる皮膜の耐水性の観点から、皮膜に残
存しにくい蒸気圧の高い中和剤、例えば、蟻酸、酢酸を用いて中和したジアルキルアミノ
アルキル（メタ）アクリレート－アルキル（メタ）アクリレート共重合体が、カチオン性
高分子乳化剤としてより好ましい。
【００３０】
　中和剤は、カチオン性を示す官能基に対して、６０モル％～１５０モル％使用すること
が望ましい。６０モル％より少ないと、熱可塑性樹脂水性分散液の安定性が悪くなる傾向
があり、１５０モル％を超えると、熱可塑性樹脂水性分散液の安定性が悪くなる傾向があ
る。
【００３１】
　上記カチオン性高分子乳化剤中のカチオン性単量体由来の構造単位の含有量は、共重合
性成分として１モル％以上が必要で、２モル％以上が好ましい。１モル％より少ないと、
分散安定性が低下する傾向がある。一方、含有割合の上限は８５モル％がよく、８０モル
％が好ましい。８５モル％より多いと、分散安定化効果が低下することがある。
【００３２】
　上記高分子乳化剤を構成する共重合体は、各成分をそれぞれ秤量し、次に、重合器に各
成分を個別に添加して重合するか、または各単量体をあらかじめ混合した上で重合器に添
加して重合する。これにより、共重合体を製造することができる。この共重合反応は、重
合開始剤の存在下に０～１８０℃、好ましくは４０～１２０℃で、０．５～２０時間の条
件で行われる。この共重合は、エタノール、イソプロパノール、セルソルブ等の親水性溶
媒や水の存在下で行うのが好ましい。
【００３３】
　上記重合開始剤としては、過硫酸アンモニウム、過硫酸カリウム、過硫酸ナトリウム等
の過硫酸塩からなる開始剤、上記過硫酸塩に亜硫酸塩、チオ硫酸塩の還元剤等を併用した
レドックス系開始剤、ラウロイルペルオキシド、ｔ－ブチルヒドロペルオキシド、クメン
ヒドロペルオキシド等の有機過酸化物、あるいはこれらと鉄（ＩＩ）塩、亜硫酸塩、チオ
硫酸塩の還元剤等を併用したレドックス系開始剤、２，２′－アゾビス（イソブチロニト
リル）、２，２′－アゾビス［２－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）プロピオンア
ミド］、２，２′－アゾビス［２－（２－イミダゾリン－２－イル）プロパン］ジヒドロ
クロライド、２，２′－アゾビス（２－メチルプロピオンアミジン）ジヒドロクロライド
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等のアゾ系化合物、ｔ－ブチルパーオキシイソブチレート、１,１－ビス（ｔ－ブチルパ
ーオキシ）シクロヘキセン、ｔ－ブチルパーオキシベンゾエート等が挙げられる。この重
合開始剤の使用量は、使用される単量体全量に対して、０．０１～１０重量％が好ましい
。
【００３４】
　なお、熱流動特性を改良するために、連鎖移動剤等を用いて分子量を低減することも可
能である。その際には、重合度調節のため、公知の連鎖移動剤であるメルカプタン類、メ
チルアルコール等の低級アルコールを使用することができる。
【００３５】
　得られるカチオン性高分子乳化剤の重量平均分子量は、５０００以上が好ましく、８０
００以上がより好ましい。５０００より小さいと、安定性が不十分となって、良好な分散
液が得られ難くなる場合がある。一方、重量平均分子量の上限は、１０００００が好まし
く、６００００がより好ましい。１０００００より大きいと、水溶性が低下して、やはり
分散液の安定性が不十分となる場合がある。
【００３６】
　上記カチオン性高分子乳化剤の使用量は、得られる熱可塑性樹脂水性分散液の安定性、
及び皮膜の耐水性の面で、熱可塑性樹脂１００重量部に対し、２～４０重量部が好ましく
、より好ましくは３～２０重量部である。２重量部より少ないと、得られる熱可塑性樹脂
水性分散液の安定性が低下するおそれがある。一方、４０重量部より多いと、得られる皮
膜の耐水性が低下するおそれがある。
【００３７】
［（Ｂ）成分］
　上記（Ｂ）成分は、特定の消泡剤をカチオン性高分子乳化剤によって分散させた消泡剤
組成物水性分散液である。
【００３８】
　上記消泡剤としては、疎水性シリカと鉱物油との両方を含有する剤が好ましく用いられ
る。上記鉱物油としては、いわゆる「ミネラルスピリット（出光興産（株））」等の商品
名で販売されている炭化水素系のものを使用することができる。
【００３９】
　上記の疎水性シリカとは、主に親水性シリカを疎水化剤で処理して製造される。例えば
、親水性シリカとメチルクロロシランやシランカップリグ剤を反応させて疎水性シリカを
得る方法、親水性シリカを高分子量オルガノポリシロキサンで疎水化する方法、親水性シ
リカをヘキサメチルジシラザン（ＨＭＤＳ）とオルガノポリシロキサンで疎水化する方法
等があげられる。
【００４０】
　さらに、疎水性シリカに鉱物油を配合した消泡剤も、（株）アデカ等の添加剤メーカー
から、例えば「アデカネートＢ－９４０」等の商品として販売されている。
【００４１】
　上記消泡剤組成物中の疎水性シリカの含有量は、上記鉱物油１００重量部当たり１重量
部以上がよく、５重量部以上が好ましい。１重量部より少ないと、消泡効果が不十分とな
る傾向がある。一方、混合割合の上限は、１５重量部がよく、１０重量部が好ましい。１
５重量部より多いと、ハジキが起きやすいという問題点を有する。
【００４２】
　上記消泡剤組成物には、上記消泡剤組成物水性分散液としたとき、この発明の目的を阻
害しない範囲で、上記の疎水性シリカ及び鉱物油以外に、シリコーン系の消泡剤等を添加
してもよい。
【００４３】
　上記カチオン性高分子乳化剤としては、上記したカチオン性高分子乳化剤を用いること
ができる。
【００４４】



(7) JP 2012-201738 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

　上記カチオン性高分子乳化剤の添加量（不揮発分）は、得られる消泡剤組成物水性分散
液の安定性の面で、上記消泡剤組成物１００重量部当たり、２重量部以上がよく、５重量
部以上が好ましい。２重量部より少ないと、消泡剤組成物水性分散液の安定性が低下する
おそれがある。一方、添加量の上限は、２００重量部がよく、１００重量部が好ましい。
２００重量部より多いと、消泡効果が損なわれるおそれがある。
【００４５】
　この発明にかかる消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液には、この発明の効果を阻
害しない範囲で、ノニオン界面活性剤やアルコール等を添加することができる。
【００４６】
　この発明にかかる消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液は、紙又は樹脂フィルム又
は金属箔に塗布され、これを乾燥することにより塗工物を得ることができる。この塗工物
は、ヒートシール可能なシート状製品として使用することができる。
【００４７】
　上記樹脂フィルムとしては、ポリオレフィンフィルム、ポリエチレンテレフタレートフ
ィルム等をあげることができ、また金属箔としては、アルミ箔等をあげることができる。
【実施例】
【００４８】
　以下、実施例を用いて、この発明をより具体的に説明する。まず、評価方法及び使用し
た原材料について説明する。
【００４９】
＜＜評価方法＞＞
＜高分子乳化剤の測定方法＞
［中和度］
　カチオン性高分子乳化剤は、中和に使用した酸性成分（酢酸）のモル数を、重合体中の
アルカリ性単量体成分（例えばＮ，Ｎ-ジメチルアミノエチルメタクリレート等）の合計
モル数で除して、百分率（％）で示す。
【００５０】
［固形分］
　水性分散液約１ｇを精秤し熱風循環乾燥機にて１０５℃×３時間乾燥させた後、デシケ
ーターの中で放冷しその重量を測定した。そして、下記の式に従い、固形分を算出した。
固形分（重量％）＝（乾燥後の試料の重量／乾燥前の試料の重量）×１００
【００５１】
［重量平均分子量］
　高分子乳化剤の重量平均分子量は、以下の手順に従ってゲルパーミエイションクロマト
グラフィー（ＧＰＣ）法によって測定した。
　１）サンプル調整
　サンプルを室温で２４時間乾燥した後、常温にて５時間減圧乾燥した（真空乾燥機ＬＨ
Ｖ－１２２（タバイエスペック（株）製）使用）。
　得られた重合体サンプルをテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）に溶解して０．２重量％溶液
として、これを測定試料とした。
　２）ＧＰＣ測定
　上記のようにして調製した測定試料を、島津製作所（株）製：ＧＰＣ－６Ａを使用し、
下記の条件で測定した。
・流速：１ｍｌ／ｍｉｎ
・展開溶媒：ＴＨＦ（テトラヒドロフラン）
・カラム：ＰＬゲル１０μｍミックスＢ（ポリマー・ラボラトリー社製）
・標準試料：単分散ＰＳ（ポリマー・ラボラトリー社製）
・リファレンス：Ｓｕｍｉｌｉｚｅｒ　ＢＨＴ（住友化学（株）製、分子量：２２０）
・検出器：ＲＩ、ＵＶ
【００５２】
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＜熱可塑性樹脂水性分散液の測定方法＞
［固形分］
　水性分散液約１ｇを精秤し熱風循環乾燥機にて１０５℃×３時間乾燥させた後、デシケ
ーターの中で放冷しその重量を測定した。そして、下記の式に従い、固形分を算出した。
固形分（重量％）＝（乾燥後の試料の重量／乾燥前の試料の重量）×１００
【００５３】
［粘度］
　水性分散液約４００ｇを５００ｍｌのポリエチレン製瓶に入れて、蓋をした後、２５℃
の恒温槽に３時間放置して、温度が２５℃になったところで、B型粘度計（ＴＯＫＩ　Ｓ
ＡＮＧＹＯ　Ｃｏ．製、ＴＶ－１０Ｍ型）で粘度を測定した。
【００５４】
［体積平均粒子径］
　レーザー回折型粒度分布測定装置（島津社製：ＳＡＬＤ－２１００）を用いて体積平均
粒子径を測定した。
【００５５】
＜消泡剤組成物の測定方法＞
［配合安定性］
　得られた消泡剤組成物含有機械乳化分散液を目視し、凝集が見られるか否かで判断する
。
○：凝集は見られない。
×：凝集が見られる。
【００５６】
［ハジキ］
　得られた消泡剤組成物含有機械乳化分散液を、ワイヤーバーにて塗布量８ｇ／ｍ2（ｄ
ｒｙ）となるようにＯＰＰフィルム（コロナ未処理面）（グンゼ（株）製、商品名　シル
ファンＡ１、５０μ厚、表面張力３１ｄｙｎ／ｃｍ）に塗工する。塗工後、目視にて塗工
面にフィッシュアイ等のハジキが生じているか否かを判断する。
○：ハジキの発生なし。
×：ハジキの発生あり。
【００５７】
［抑泡性］
　得られた消泡剤組成物含有機械乳化分散液１００ｇ（有姿）を、３００ｇポリカップ（
３００ｍｌディスポカップ、ポリプロピレン製、上径×下径×高さ　φ９１ｍｍ×φ６７
ｍｍ×９６ｍｍ）に入れる。そして、ポリカップ中の機械乳化分散液の上面を基準面とし
、その高さを測定する。
　次に、ディスパー攪拌機で２０００ｒｐｍにて５分間攪拌した後、直ちに、泡立ちによ
って上昇した上面の高さを測定する。そして、下記の式で抑泡性を算出する。
抑泡性（倍）＝泡立ち後の高さ　／　基準面の高さ
【００５８】
［消泡性］
　抑泡性試験にて泡立ちの後、消泡によって熱可塑性樹脂水性分散液の上面が基準面まで
低下する時間を測定する。
【００５９】
＜原材料＞
＜カチオン性高分子乳化剤水溶液の製造方法＞
　冷却器、窒素導入管、攪拌機及びモノマー滴下ロート及び加熱用のジャケットを装備し
た１５０Ｌ反応器に攪拌下、下記の表１に記した各成分を、この表１に記した量仕込み、
窒素置換後、内部温度を８０℃まで上昇させた。更に、下記表１に記載の量の重合開始剤
（２，２′－アゾビスイソブチロニトリル）を添加して、重合を開始した。温度を８０℃
に保って４時間重合を継続させた。次いで、得られた共重合体を表１に記載の量の中和剤
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で中和した後、イソプロパノール（ＩＰＡ）を留去しながら水を添加して置換し、粘稠な
アクリル系共重合体からなるカチオン性高分子乳化剤（ＲＵＮ１）を得た（収率は９７％
）。
【００６０】
【表１】

【００６１】
　なお、使用した各成分は、下記の通りである。
・Ｎ，Ｎ-ジメチルアミノエチルメタクリレート…三洋化成工業（株）製、メタクリレー
トＤＭＡ、以下「ＤＭＡ」と略する。
・ラウリルメタクリレート…三菱レイヨン（株）製、以下「ＳＬＭＡ」と略する。
・ブチルメタクリレート…三菱レイヨン（株）製、以下、「ＢＭＡ」と略する。
・イソプロパノール…（株）トクヤマ製：トクソーＩＰＡ（登録商標）、以下「ＩＰＡ」
と略する。
【００６２】
＜熱可塑性樹脂水性分散液（（Ａ）成分）＞
［ＥＭ１作製方法］
　エチレン－酢酸ビニル共重合体（三井デュポン（株）製；商品名　エバフレックス２２
０、酢酸ビニル含有量２８重量％）７０重量部、エチレン－メタクリル酸共重合体（三井
デュポン社製；商品名　ニュクレル　Ｎ１０５０Ｈ、メタクリル酸含有量１０重量％）３
０重量部を混合して、二軸押出機（池貝鉄鋼社製；型式番号ＰＣＭ４５　Ｌ／Ｄ＝３０、
注入口　２箇所）のホッパーから、１００重量部／時間の割合で押出機内に連続的に供給
した。次いで、第１の注入口から、高分子乳化剤としてＲＵＮ１を固形分換算で１０重量
部／時間、第２の注入口から水８４重量部／時間を連続的に供給し、１００℃の温度で押
し出して乳白色の熱可塑性樹脂水性分散液を得た。下記の表２に示す固形分濃度になるよ
うに、得られた水性分散液に温水を添加して調整した。その結果を表２に示す。
【００６３】
［ＥＭ２作製方法］
　エチレン－酢酸ビニル共重合体（三井デュポン（株）製；商品名　エバフレックス２２
０、酢酸ビニル含有量２８重量％）７０重量部、エチレン－メタクリル酸共重合体（三井
デュポン社製；商品名　ニュクレル　Ｎ１０５０Ｈ、メタクリル酸含有量１０重量％）２
０重量部、塩素化ポリプロピレン共重合体（東洋紡績製；商品名　ハードレン　１３ＬＬ
Ｐ、塩素含有量２６重量％）１０重量部を混合して、二軸押出機（池貝鉄鋼社製；型式番
号ＰＣＭ４５　Ｌ／Ｄ＝３０、注入口　２箇所）のホッパーから、１００重量部／時間の
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割合で押出機内に連続的に供給した。次いで、第１の注入口から、高分子乳化剤としてＲ
ＵＮ１を固形分換算で１０重量部／時間、第２の注入口から水８４重量部／時間を連続的
に供給し、１００℃の温度で押し出して乳白色の熱可塑性樹脂水性分散液を得た。下記の
表２に示す固形分濃度になるように、得られた水性分散液に温水を添加して調整した。そ
の結果を表２に示す。
【００６４】
【表２】

【００６５】
＜消泡剤組成物水性分散液（（Ｂ）成分）＞
［消泡剤混合物（ＤＦ）の作製］
　疎水性シリカ２０重量部、鉱物油１００重合部、ノニオン系界面活性剤２０重量部、及
びイオン交換水８０重量部を混合し、消泡剤混合物（ＤＦ）を調整した。
　なお、各成分の銘柄等は下記の通りである。
・疎水性シリカ…旭化成ワッカーシリコーン（株）製、商品名：ＷＡＣＫＥＲ　ＨＤＫ　
Ｈ１８、オルガノポリシロキサンで疎水化
・鉱物油…出光興産（株）製：ミネラルスピリット
・ノニオン系界面活性剤…ポリオキシエチレンアルキル（Ｃ１２～１５）エーテル、花王
（株）製、エマルゲン１１１８Ｓ－７０（７０重量％品）
【００６６】
［消泡剤組成物水性分散液（（Ｂ）成分）の作製］
　消泡剤混合物として上記ＤＦを用い、カチオン性高分子乳化剤水溶液として上記ＲＵＮ
１を用い、下記表３に示す割合で混合し、消泡剤組成物水性分散液（（Ｂ）成分）を作製
した。
【００６７】
（実施例１～４、比較例１～３）
　（Ａ）成分及び（Ｂ）成分を下記表３に示す割合で混合し、消泡剤組成物含有熱可塑性
樹脂水性分散液を調整した。
　得られた消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液を用いて、上記の各物性を測定した
。その結果を表３に示す。
【００６８】
（比較例４）
　消泡剤組成物水性分散液に用いる乳化剤として、上記ＲＵＮ１のかわりに、（株）クラ
レ製：ＰＶＡ２０５（けん化度：約８７．０～８９．０ｍｏｌ％、重合度：５００）を用
いたものを作製し、これと（Ａ）成分とを下記表３に示す割合で混合し、消泡剤組成物含
有熱可塑性樹脂水性分散液を調整した。
　得られた消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液を用いて、上記の各物性を測定した
。その結果を表３に示す。
【００６９】
（比較例５）
　消泡剤組成物水性分散液に用いる乳化剤として、上記ＲＵＮ１に代えて、市販のカチオ
ン性乳化剤であるアンステックス　Ｃ－２００を使用したものを作製し、これと（Ａ）成
分とを下記表３に示す割合で混合し、消泡剤組成物含有熱可塑性樹脂水性分散液を調製し
た。これを用いて、上記の各物性を測定した。その結果を表３に示す。
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　なお、アンステックス　Ｃ－２００（商品名）は、東邦化学工業（株）製：ポリオキシ
エチレントリアルキルアンモニウム硝酸塩であり、ポリオキシエチレントリアルキルアン
モニウム硝酸塩５０％とイソプロピルアルコール２０～２５％と水（残部）を含む。
【００７０】
【表３】
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